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４ 職員給与と民間給与の比較 

（１）月例給 

本委員会は、職員給与等実態調査及び職種別民間給与実態調査

の結果に基づき、職員においては行政職、民間においてはこれに

相当する事務・技術関係職種の者について、責任の度合、学歴及

び年齢の給与決定要素が同等と認められる者同士の本年４月分の

給与額を対比させ、精密に比較（ラスパイレス方式）を行った。

その結果、第６表に示すとおり、職員給与が民間給与を89円

（0.02％）上回っていた。 

第６表 公民給与の較差 

民間給与（Ａ） 職員給与（Ｂ） 
較差（Ａ）－（Ｂ） 

(［（Ａ）－（Ｂ）]/（Ｂ）×100)

380,289円 380,378円 
△89円 

（△0.02％） 

（職員平均年齢 41.1歳、平均勤続年数 18.9年） 

１ 民間給与、職員給与ともに、本年度の新規採用者は含まれていない。 

２ 職員給与には、行政職給料表適用者のうち消防職員は含まれていない。 

３ 民間給与と職員給与の比較における役職の対応関係は参考資料第18表（87頁）

のとおりである。 

４ 民間給与は、きまって支給する給与から時間外手当及び通勤手当を除いたもの

である。 

 なお、きまって支給する給与は、基本給、家族手当、地域手当、通勤手当、住

宅手当、役付手当、時間外手当等名称のいかんを問わず月毎に支給されるすべて

の給与をいい、時間外手当は、超過勤務手当、夜勤手当、休日手当、宿日直手当、

裁量手当等勤務実績に対して支払われる手当をいう。 

５ 職員給与は、給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当及び単身赴任

手当の合計額である。 

（注）
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（２）特別給 

職種別民間給与実態調査の結果、市内民間事業所で支払われた

特別給は、前記のとおり、所定内給与月額の4.32月分に相当して

いた。その結果、職員の期末手当・勤勉手当の年間の支給月数

（4.45月）は、第７表に示すとおり、民間事業所の特別給を0.13

月分上回っていた。 

第７表 特別給における支給月数の差 

民間支給月数（Ａ） 職員支給月数（Ｂ） 支給月数の差（Ａ）－（Ｂ）

4.32月 4.45月 △0.13月 

５ 物価及び生計費 

総務省統計局による本年４月の消費者物価指数は、昨年４月に比

べると全国では1.1％下落し、本市でも1.8％下落している。 

また、同局の家計調査によると、本年４月の本市における勤労者

世帯（世帯人員3.41人、世帯主年齢48.0歳）の消費支出は、365,645

円となっている。 

（参考資料 第19表（88頁）参照）

６ 人事院の報告及び勧告の概要 

人事院は、本年８月10日、国会及び内閣に対し、一般職の国家公

務員の給与について報告・勧告するとともに、公務員人事管理につ

いて報告した。それらの概要は第８表（９～13頁）のとおりである。 
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第８表 人事院の報告及び勧告の概要 

【給与勧告の骨子】

○ 本年の給与勧告のポイント 

 月例給は改定なし、ボーナスを引下げ 

① 民間給与との較差 △19円（0.00％）が極めて小さく、俸給表及び諸手当の適切な改定

が困難であることから、月例給の改定なし 

② ボーナスを引き下げ（△0.15月分）、民間の支給状況等を踏まえ、期末手当の支給月数

に反映 

Ⅰ 給与勧告制度の基本的考え方 

・ 勧告は、労働基本権制約の代償措置として、国家公務員に対し適正な給与を確保する機能を有す

るものであり、能率的な行政運営を維持する上での基盤 

・ 公務の給与水準は、経済・雇用情勢等を反映して労使交渉等によって決定される民間の給与水準

に準拠して定めることが最も合理的 

Ⅱ 民間給与との較差に基づく給与改定等 

１ 民間給与との比較 

約11,800民間事業所の約45万人の個人別給与を調査（完了率82.7％） 

<月例給>

公務と民間の４月分の給与を調査し、主な給与決定要素である役職段階、勤務地域、学歴、年齢

を同じくする者同士を比較 

○ 民間給与との較差 △19円（0.00％） 

〔行政職俸給表(一)適用職員…現行給与 407,153円、平均年齢 43.0歳〕 

<ボーナス>

昨年８月から本年７月までの直近１年間の民間の支給実績（支給割合）と公務の年間の支給月数

を比較 

○ 民間の支給割合 4.32月〔公務の支給月数 4.45月〕 

２ 給与改定の内容と考え方 

<月例給>   

民間給与との較差が極めて小さく、俸給表及び諸手当の適切な改定が困難であることから、月例

給の改定は行わない 

<ボーナス>   

民間の支給割合との均衡を図るため引下げ 4.45月分→4.30月分 

民間の支給状況等を踏まえ、期末手当の支給月数に反映 

    （一般の職員の場合の支給月数） 

 ６月期 12月期 

令和３年度 期末手当 

      勤勉手当 

1.275月（支給済み） 

0.95 月（支給済み） 

1.125月（現行1.275月） 

0.95 月（改定なし） 

４年度 期末手当 

  以降  勤勉手当 

1.20 月 

0.95 月 

1.20 月 

0.95 月 
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［実施時期］ 

 法律の公布日 

３ その他の取組 

（１） 非常勤職員の給与 

本年７月、期末手当・勤勉手当に相当する給与について、非常勤職員の給与に関する指針を改正。

早期に改正内容に沿った処遇の改善が行われるよう、各府省を指導 

（２） 育児休業制度の改正に併せた期末手当・勤勉手当の取扱い 

意見の申出に併せ、期末手当・勤勉手当の在職期間等の算定に当たり、子の出生後８週間以内にお

ける育児休業の期間と、それ以外の育児休業の期間は合算しないよう措置 

（３） テレワーク（在宅勤務）に関する給与面での対応 

公務におけるテレワークの実態や経費負担の状況の把握、既に在宅勤務手当を導入した企業に対す

るヒアリングの実施などを通じ、引き続き研究 

 ４ 今後の給与制度見直しに向けた検討 

定年の段階的引上げに係る改正法の成立を受け、能力・実績を的確に反映させつつ60歳前後の給与水

準が連続的なものとなるよう、人事評価制度の改正を踏まえた昇格、昇給等の基準の整備を始めとして、

順次取組 
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【公務員人事管理に関する報告の骨子】

令和３年給与勧告に併せて、公務員人事管理に関する報告を行った。同報告では、以下の１から４ま

での四つの課題を認識し、対応策を示した。その概要は以下のとおりである。 

１ 人材の確保及び育成 

 【課題】 

公務志望者が減少し若年層職員の離職も増加する中で、優秀な人材の確保は喫緊の課題であり、新規

学卒者の確保・育成に加え、官民の垣根を越えて時代環境に適応できる能力を有する人材の誘致が不可

欠。また、公務職場全体の魅力を高め、個々の職員が能力・経験を十全に発揮し、意欲を持って働ける

環境を実現するためには、幹部職員等の組織マネジメントが極めて重要 

 【対応】 

（１）志望者の拡大 

採用試験の申込者数の減少が続く状況を打開し増加させていくため、就職先としての公務に対する

学生の認識等を把握。技術系の人材確保に向けた活動、オンラインによる情報発信等を強化 

（２）デジタル人材の確保 

令和４年度から総合職試験に「デジタル」区分を新設し、積極的に周知 

（３）民間との人材の交流促進 

公務と民間との間の人材の流動性を高めることが重要であり、経験者採用試験の周知活動、任期付

職員の各府省限りで採用できる範囲の拡大等により、各府省が必要な様々な専門分野の民間人材を確

保できるよう支援 

（４）女性の採用及び登用の促進 

   政府の取組と連携しつつ、公務志望者拡大に向けた広報活動や女性の活躍支援のための研修の充実、

勤務環境の整備等により、各府省の目標達成に向けた取組を支援 

（５）研修を通じた人材育成 

   マネジメント能力のかん養を図るための研修の充実。幹部職員対象の研修の抜本的改定。オンライ

ン方式も活用

２ 妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援 

 【課題】 

少子化社会対策大綱では、男性の家事・育児参画の促進や不妊治療への支援を含め、個々人の結婚や

出産、子育ての希望の実現を阻む隘路
あ い ろ

の打破に強力に取り組むこととされ、公務においても、職員の妊

娠、出産、育児等と仕事の両立を支援することが一層重要

 【対応】 

育児休業の取得回数制限を緩和する育児休業法改正について意見の申出。常勤職員・非常勤職員とも

に不妊治療のための休暇（有給・原則年５日、頻繁な通院を要する場合は５日加算）を新設。非常勤職

員の配偶者出産休暇・育児参加休暇（いずれも有給）を新設、産前・産後休暇を有給化等 

３ 良好な勤務環境の整備 

 【課題】 

職員が能力を十分に発揮し、組織としてパフォーマンスを上げるため、長時間労働を是正するととも

に、テレワーク等の柔軟な働き方に対応した勤務環境を整備することが重要
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 【対応】 

（１）長時間労働の是正

  特例業務や他律部署の範囲、医師による面接指導等の徹底、業務見直し等を通じた超過勤務縮減、

手当の適正な支給について指導し、各府省の組織全体の取組も促進。客観的な記録に基づく超過勤務

時間の管理を今後原則化 

 業務量に応じた要員の確保の必要性を指摘。喫緊の課題である国会対応業務の改善へ国会等の理解

と協力を切願 

（２）テレワーク等の柔軟な働き方への対応 

   テレワークの推進は業務プロセスの変革やデジタルトランスフォーメーションの推進を通じた行動

変容の観点から重要であり、テレワーク等の柔軟な働き方に対応した勤務時間制度等の在り方や勤務

間インターバルの確保の方策等について、有識者による研究会を設けて検討 

（３）ハラスメントの防止 

   各府省における防止対策の実施状況の把握・指導、ハラスメント相談員セミナーの開催等により、

各府省における防止対策を支援 

（４）心の健康づくりの推進等 

   オンラインでの心の悩み相談の導入、ストレスチェックを活用した職場環境改善の円滑な実施に向

けた支援等により、心の健康づくりを推進 

４ 定年の引上げ及び能力・実績に基づく人事管理の推進 

【課題】 

定年の引上げにより職員構成の高齢化や在職期間の長期化が一層進む中で、職員の士気を高め、組織

活力を維持するためには、人事評価により職員の能力・実績を的確に把握した上で、その結果を任用、

給与等に適切に反映するとともに、人材育成の観点からも活用することが重要 

【対応】 

・ 定年の引上げが円滑に行われるよう、人事院規則で定める事項等について検討・調整を行うなど、必

要な準備を推進 

・ 評語細分化等の人事評価制度の改正を踏まえ、昇任・昇格、昇給等の基準の改正に向け検討 

・ 管理職員にはオンラインも活用した面談の確実な実施が求められる中、評価者向けの研修の充実等を

図ることにより、各府省の人事評価を活用した人材育成を一層支援 
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【国家公務員の育児休業等に関する法律の 

改正についての意見の申出の骨子】

男性職員による育児の促進や女性職員の活躍促進を更に進めるための方策の一つとして、育児休業の取

得回数制限を緩和する育児休業法改正について、国家公務員法第23条の規定に基づき、国会及び内閣に対

して意見の申出。あわせて、妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のため、人事院規則の改正等により、

休暇の新設、休業等の取得要件緩和等を措置 

１ 育児休業の取得回数制限の緩和 

 育児休業を原則２回まで（現行：原則１回まで）取得可能とする 

 この原則２回までとは別に、子の出生後８週間以内に育児休業を２回まで（現行：１回まで）取得可

能とする 

２ 妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のために一体的に講じる休暇・休業等に関する措置 

（１）民間育児・介護休業法の改正内容を踏まえた措置 

ア 子の出生後８週間以内の育児休業について請求期限を２週間前まで（現行：１月前まで）に短縮 

イ アのほか、非常勤職員について次の措置 

 ① 育児休業・介護休暇の取得要件のうち、１年以上の在職期間の要件を廃止 

 ② 子の出生後８週間以内の育児休業の取得要件を緩和 

 ③ 子が１歳以降の育児休業の取得の柔軟化 

ウ 各省各庁の長等に対して次の措置等を義務付け 

 ① 本人・配偶者の妊娠・出産等を申し出た職員に対する育児休業制度等の周知及び育児休業の取得

意向の確認のための措置 

 ② 育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関する措置 

 ③ 育児休業の取得状況の報告（人事院により公表） 

（２）（１）のほか、妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のための措置 

ア 不妊治療のための休暇（原則年５日、頻繁な通院を要する場合は５日加算）を新設（有給） 

イ 育児参加のための休暇の対象期間を子が１歳に達する日まで（現行：産後８週間を経過する日まで）

に拡大 

ウ ア及びイのほか、非常勤職員について次の措置 

 ① 育児時間・介護時間の取得要件のうち、１年以上の在職期間の要件を廃止 

   子の看護休暇・短期介護休暇の取得要件のうち、６月以上の継続勤務の要件を緩和 

 ② 配偶者出産休暇・育児参加のための休暇の新設（有給） 

 ③ 産前休暇・産後休暇の有給化 

エ 期末手当・勤勉手当における在職期間等の算定に当たっては、子の出生後８週間以内における育児

休業の期間と、それ以外の育児休業の期間は合算しないこととする 

３ 実施時期 

・ 育児休業の取得回数制限の緩和及びこれを踏まえた措置（１、２（１）ア、イ②・③、（２）イ、エ）：

民間育児・介護休業法の改正事項のうち育児休業の分割取得等に係る施行日に遅れず実施 

・ 休暇の新設・有給化（２（２）ア、ウ②・③）：令和４年１月１日 

・ 非常勤職員の休暇・休業等の取得要件緩和、各省各庁の長等に対する措置等の義務付け（２（１）

イ①、ウ、（２）ウ①）：令和４年４月１日
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